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球技運動に関する研究は多くなされているが,多 くは完成された姿についてであり,発達的にと

らえられたものは少い。というのも,球技運動の構造が複雑であるため,一場面をとらえようとす

ると球技運動本来の姿である `Game'か ら分離され易いからであろう。

赤羽氏等は小学生の球技運動について調査を行い,その結果から, 例えば PasSについて「 5指

を開いて胸の高さから両手で押し出す」ことが何年生で出来るか, 5対 2の攻防で「ガードのつい

ていない味方をみつけて paSSする」 ことが何年生で可能であるかを示している(1)ま た佐々氏は

ポートボールの自然的発達を写真でとらえ「最初は,ボールにかたまる型から縦に広がり,次いで

横に広がって Cameをするようになる」と述べている(つ )

前者には Gameに於ける効果の度合がみられず,後者は全体の動きを縦と横 のみでとらえてい

る。著者等は変った観点から,出来る限り Gameに近い状態の場面を設定し, PasSの 発達と,動

きの発達をとらえようとするものである。

今回は小学生にバスケットボールを行わせて,PaSSと動きの発達をとらえた。

Ⅱ 研 究 方 法

被験者  鳥取市立湖山小学校 2・ 4・ 6年生

期 日  昭和45年 7月 ～10月
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Fig lの 如く場面を設定し4対 2を行わせる。(4人攻撃)A■型は被験者 (S)に遠い人が動く

場合であり,B■ 型は被験者 (S)に近い人が動 く場合である。B■ 型より A■ 型の方 がより困難

な課題と思われる。 A2型,B2型の動きは A.型 ,B■型の動きにMの動き (被験者の目の前の動

き)を加えることによりL, Rの動きをとらえにくくしようとしたものである。 最初Mが Ballを

もち被験者 (S)に Passをする。と同時にL,M, R, はそれぞれ矢印の如く動くよう指示して

おく。防禦者は守る構えのみでその場の動かないよう留意する。

以上の条件を被験者には知らせないで 4対 2を実施させ, 被験者がMか ら受けた Ballを どこに

之成根

PaSSするかをみる。

被験者数      男 子
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(3)動きについて

10× 20解 の COurt(our dOOr)の半面を使用。Goalの高さは平均身長の 1.5倍とした。即ち2

年-1,79陶 4年-1.94解 6年-2.09婢 である。

Fig 2の 隊型から自由に4対 2(4人攻撃)を行わせ COurt Side 5解 , 高 さ 7解 の場所より

16111v撮影し,攻撃者の個人個人がどのような動きを何回するかを分類する。
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Fig 2

動きの分類の仕方は次の如くである。

A 広がる動き
AA・……縦の広がり (Ballの 近 くから遠ざかり直線的に Goalの方向に動く

AB……・横の広がり (Goalの方向でなく広がっていく動き

B 横の動き ……・Ballを 中心に弧を描くように動く動き

C 近づく動き・…・・Banに近づく動き

D 追う動き・……Ballの後を追いかける動き

〔注〕小学校では4, 6年生は教材としてポートボールを実施しており,バスケ

動 き

ットボールヘの転
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移が考えられるのに対し2年生は実施していない。従って先行経験が違っていると考えられ

る。そのため2年生のみに50分 X6回のバスケットボールを実施し先行経験を同一にするよ

う配慮した。尚いづれの場合も使用した Ballの大きさは 2年-2号, 4年 -5号, 6年一

5号である。

Ⅲ 結 果 と 考 察

14)PaSSについて

Mよ り Passを受けた被験者が次にどこに Passを したかを示すと次の如 くである (Tabld l,4

-2, 2)
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Tab】e2, 2

A.型に於て Ballを受けた被験者 (S)が どこに PASSを したら一番効果的にその場面を処理出

来るか (正しい反応という)と いうとLである。 Lに Passし た者を示すと Fig 5の 1でみられる

ように男女 6年が優れており,次いで 4年 2年の順である。男子では2-4年 間に X2検定の結果

P<0.01で有意差があり4-6年 間にもP<0.05で差がみられる。
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A2型の正しい反応もLで ある。 Lの値をみると (Fig 5の 2)や はり男女共 6年が高 く男子 2-

6年間はP<0,01, 4-6年間はP<005,女 子では2-6年 間でP<001, 4-6年 間P<001

でそれぞれ有意差がある。

A■ 型において 6年のLの値は男子82.4%,女子は100,0%を 示しているが A2型のLをみると

6年男子70.6%女子50,3%と 共に Al型 の値 よりも低 くなっている。 しかし A■ 型と A2型は
Fig.1でみる通り正しい反応は共にLである。ただ A■ 型にMの動きが加わった のが A2型であ

る。従って被験者の前にMの動きが生じただけで Lへの正しい反応が阻止され,Mの動きが刺激と

なってMへの Passが多くなったものと考えられる。このことは全体的にいい得るが, 中でも 6年

女子において著しい。

B■ 型,B2型の正しい反応はRである。男子についてみると B■ 型で 2年-4年間にP<0,01で

有意差がみられるのに対し4-6年 間に差は認められない。B2型で 6年男子の正しい反応は100,0

%で B■ 型の94.1%と あまり差がないのに対し, 6年女子では Bl型のRの値が84.6%も あるのに

対し,B2型では一即ちMの動きが加わっただけで一正しい反応 (R)は 認 .5%と半分以下に減少

している。このことは A■ 型と A2型との間でみられたことと一致する。

以上のことより,男子についてみると A.型, B■ 型のようにMの動きが無い場合 2-4年 の間
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にはっきりと4年の方がより多く正しい反応を示すといい得るが 4-6年 の間に於ては B■ 型にみ

られるように 4年は 6年に近 くまで正しい反応を示し得るかと思うと, Aと 型の場合のようにまだ

6年との間に差がみられる場合とがある。A2型,B2型 についてみると,男子 2-4年 間に有意差

がみられず 4-6年 間に有意差が認められる。即ち複雑な Pattcrn(Mの 動きが加わった だけ)で

4年は Passすべき適切なる判断に支障をきたしていると考えられる。 こうしてみると4年は単純

な場面では正しく反応することが或る程度可能であるが, 少し複雑になると誤った所へ Passし て

しまうといった不安定な状態といえよう。

女子については Al型,A2型 で 2年 と4年は共に近 くに居る人 (R)へ の Passが 目立ち両者

間に差はない。即ち2年と4年は Passすべき場面の判断能力が良く似ている。しかし, 近くに居

る人が遠ざかっていく時 (B■ 型,B2型)には 2年には Erorrが多くなる傾向にあり, 4年はどこ

に Passすべきかという判断がなされていない。

Al型と A2型,B■ 型と B2型を比べた場合, A型の正しい反応はLであり,B型 の正しい反

応はRであることから,正 しく反応されておれば両者間に差がみられれば,それはMの動きによる

ものとみてよい。結果は TablCる の通りである。

2年男女共有意差はないが,こ れは場面場面

に正しく反応したというよりは,どのような場

面であっても StCtt co‐typeな反応を示した結果

である。 4年男女, 6年女子は目の前の動きに

左右され易いが中でも 6年女子は著しい。

Table,5  X2検 定 **P<0.01*P<.005

A型とB型は Pあtternが全 く違っており, Passすべき場所もA型ではL,B型 では Rである。

従って A._B2型 で,正 しく反応されていれば当然有意差が認められるべきである。結果 Table 4

の如 く6年男女共差がみられ,違った PattCrnを みて反応していることが分る。

*P<0.05

Mへの Passがほとんどである。従って男女共

望ましい反応 (Lへの Pasoは 少い。6年男女

FFHlの差は A2型,B2型 にみられる。 これは主

に女子が目の前の動き (Mの動き)に影響され

たことによるものであり, 6年男子の方が望ま

しい反応が多い。

A型 とB型について

4男 14女 ‖る男

12男 -2女 4男-4女

T able 5 **P<0.01
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Al,A2,Bl,B2型 のそれぞれについての正しい反応のみを示と Tableる の如くである。A.と

B.,A2と B2を比べると※印を除いた他は B■ B2型の方が高い値を示している。 このことから防

禦者の後方を動く人をみつけて PaSSするよりは Ban保持者の近 くの人の動きの方がとらえ易い傾

向を示している。

(口)動 きについて
Fig 2の 状態から4対 2を 自由に

行わせ,ShOOtま で出来得た試行回

数は Table 7の 通りである。 この

試行のすべてについて,攻撃の 4人

がどのような動きをするか,撮影し

たフイルムを分析し,一人一人につ

※
21.

A2(L)

いての動きを追跡し,それに基づいて動きを分類した。そして,一人について一試行中にどのよう

な動きが何回なされたか,一試行平均を示すと TablC 8,Fig 5の 通りである。

男子についてみると2年は縦 の広 が り (AA)が 多 く,4
年, 6年では横の広がり 幹B)と横の動き (B)が多い。縦

の広がり (AA),横 の広がり いB)横の動 き (B)に つ い

て2-4年,4-6年 ,2-6年 間の t検 定 の結果をみる

0.900。 17)

4 1α 5よ儀もτ 2.58(0.71)

12男 12女 4 男

Table  7
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( )内は S.D Table 8の 1

B   I   C

0.85(0.68)

0。 27(0.57)

0.09(0.28)

2-4■     2-4キ     2-4驀     2-4    2-4Ⅲ
4--6**     4-6**      4--6**      4--6      4-― る
2--6**     2-― る**      2--6・・*      2--6      2-る **

Table  8の 2

と, 2-4年 間は P<0.01で有意差が認められるが, 4-6年 間では有意差はみられない。
の 1で切らかなように 4年 と6年の動きが非常に良 く似ている。

（女
子
）
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Fig 5
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女子についてみると (Fig 5の 2)縦の広がりは男子と同様 2年が高く, 6年が低い。 横の広が

り,横の動きでは 6年が高 く2年が低い。縦の広がり,横の広がり,横の動きの三者に於て 4年は

いづれも2年とる年の中間に位置しており,いづれも有意差がみられる。

縦の広がり (Å→ は直接 Goalを意識し, 直線的に Goalに近づこうとするものである。 横の

広がり いB)は守る人を意識に入れ, 守る人から遠ざかり広い空間をつかって攻撃しようとする

動きであり,Goalを 意識しながらも廻り道をして攻撃しようとする動きである。又横の動き (B)

は,は っきりと人を意識し,現在自分の占めている位置では Ballを受けることが 出来ないため防

禦者から横にづれて Ba11を受けようとする動きである。

従って 2年男女では攻撃の際,直接 Goalを 目指しての動き (近道的な動き)が多くを支配し,

6年になると近道的な動きでなく Goalに至るまでに色々な動きが加わって くる ことを示してい

る。

男女差について

2年についてみると (Fig 6)女子は縦の広がり以外の動きがほとんどみられないに対し, 男子

では横の広がり (AB),Ballに近づく動き (C)に有意差がみられ, わづかであるが女子よりも

椀雑な動きをしている。

4年をみると女子の場合,縦の広がりが多く2年に近い状態であるが,男子では縦の広がりは減
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少し6年に近 くなっている。

6年の男女差はみらず,ほぼ同じ動き方をしているといって良い。

ぷ AB B C

t椋定み協編

Fig  6

Ⅳ  総 括

O PaSSを どこにしたら効果的かという判断は 6年男子が一番正確である。

○単純な Pattcrnでは 4年は 6年に近い程の正確さで PasSすることが出来るが,複雑な Pattern

では 2年に近い。即ち2年から6年への過渡期的在存である。

02年 は PattCrnの違いをみて,それに応じた PasSを することが出来ない。
02年 女子は近 くに居る人に Passす る傾向が強い。
○全体的に目の前に動く人がいるとその動きによって PaSSすべき正しい判断に影響をうけるが,

中でも6年女子において著しい。 6年女子は A.型,B■ 型の判断は可能である。
O Ball保持者は自分から離れたところを動く人よりも自分に近 い人が動く場合の方がとらえ易い

傾向にある。

○動きの分類別回数では 4年男子と6年男子は良 く似た動き方である。

○女子の 2年, 4年, るの動きにはそれぞれ差がみられ, 6年が一番複雑な動きであり, 2年 は単

純な動きである。

O男女共 2年では直接 Goalを 目指しての動きが多く4, 6年となるに従って GOalに 至るまで
の動きに複雑さがみられる。特に横の広がり,横の動きが多くなる。
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○男女を比べると2年の場合,わづかであるが男子の方が複雑な動きをする。 4年女子は4年男子

に比べて横の広がり,横の動きが少なく, 2年に近い動きである。る年の動きに男女差はみられ

ない。
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